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一八七一年初秋、ロンドン

黒服、ステッキ、シルクハット、左足をわずかにひきずる男、ひとり。

ヴィクトリアンロンドンのチズウェル街。シティの北辺、ロンドンウォールのすぐ外にあるその街路を、男はゆっくりと渡る。

「ナイム（なまえ）？、アヴ ア パイパァ（許可証持ってるか）？」誰何するポーター（門衛）は、ひどいコクニィ訛りだ。「・・・？」理解できない。醸造所の黒い輪郭を朝霧が溶かす。聖メアリ･ル･ボゥの鐘が聞こえる。

「ルイ・パストゥール、パリからきた。紹介状がある。」そう応じてやっと、男はその日はじめての微笑みをみせた。

狂犬病のワクチンや結晶の研究で有名な、パストゥールがロンドンに短い旅行をしたのは、彼が四十八歳の九月でした。訪れたのは醸造所です。ホィットブレッド醸造所は、ロンドンでも一番大きな醸造所のひとつで、一年間に二万七千キロリットル以上のビールを生産していました。おもに、ロンドン・ポーターと呼ばれる濃褐色の黒ビールです。

縦長の木箱。扉に小さな鍵穴がある。貯酒用の大樽がならぶ大部屋の、わずかに日のさす窓辺で、ルイはその箱を開けた。

鉄筒とレボルバ、そして鏡。醸造長はそれが何なのか理解できず、視線がおよぐ。

醗酵液が運ばれてきた。ルイはそれを一滴ガラス板にたらし、顕微鏡にかける、沈黙、数分後、ひと言こういった。

｢このポーターの味に、お客さんは満足されておられないようですな。｣ ルイはまだ、一杯のビールも飲んでいない…。

これには醸造長も呆然、図星でした。どうにもおいしいポーターができなくなって、まさにその日、知己の醸造所から酵母が届く手はずだったからです。パストゥールが顕微鏡で見たものは、醸造酵母に混じって揺れる、明らかに形のちがう微粒子、もちろんその頃はそんな風には呼ばれませんが、それは乳酸菌でした。そして、届いた新鮮な酵母には、その微粒子は存在しなかったのです。

ロンドン・ポーターは当時、トレント河畔の醸造郷バートン産のペールエールに押され気味でした。それは、濁りなく色淡くきれいな泡がたち、軽い味わいとホップを利かせたドライな風味とともに、ロンドンでもおおいにうけたのです。一八四〇年に鉄道が開通すると大量のエールがロンドンに運ばれました。

ロンドンも伝統のポーターで対抗しますが、いかんせん、醸造成功率が悪すぎました。つまり、乳酸菌汚染で風味が落ちて、ぼけた味になる確率が高かったということです。

バァソロミュ病院を右にみて、スミスフィールド通りを東に歩く。ワトスンがここで初めてホームズに出会うは、まだ十年先だ。

チズウェル街、再び醗酵室。若い技師が顕微鏡をのぞいている。ひと影に気づきあわてて立ちあがる。「ドクトゥルプロフェスール、いまいましい粒どもは、もういません。」

一週間のち、離英の前日、パストゥールは醸造所を再訪しました。驚いたことに、醸造長はすでに顕微鏡を手配していたのです。真実に対する英国人のこの誠実な態度に、パストゥールは感銘をうけました。そして後年、彼の狂犬病ワクチン接種を最初に支持したのも、英国人だったのです。

それにしても、パストゥールは、なぜロンドンにあらわれたのでしょう。五十歳を前にした大科学者の一年半をお話します。

一八七〇年夏、ストラスブール

ミュンヘンから乗りついだ汽車をおりて、駅を背に東にむかう。陽光まぶしく、アルザスの夏は暑い。イル川を渡り旧市街へ。ノートルダム大聖堂に立つ未完の独塔がみえる。

ストラスブール、青春の輝き、マリィに逢った街。しかし今や街は、砲声におびえざわめく。軍靴の響きはラインをこえて、街人の耳にもとどく。

パストゥールは一八四九年一月、二六歳のとき、化学代理教授としてストラスブール大学に赴任しました。幸福の六年間、パストゥールのストラスブール時代の始まりです。旧友ピエル･ベルタンの部屋に寄宿したパストゥールは素晴らしい速攻で、着任後半月もたたず、学長ロラン氏の三女マリィに求婚し、四ヵ月後に結婚するのでした。

その前年は、パリ二月革命の年でした。血の気の多いパストゥールも国民軍兵士に登録し、研究さえ中断しています。革命のあとに誕生したフランス第二帝国において彼は、市民的産業的栄光を祖国にもたらすべく、勇躍、学者人生を歩み始めるのでした。

六八年十月、パストゥールは仕事先から抱えられるように帰宅しました。脳溢血です。命はとりとめますが、左半身に麻痺がのこりました。四五歳のときです。おぼつかない身体でも研究に執着をみせるパストゥールを同僚は心配し、翌年十一月、トリエステ（ハプスブルグ領、現イタリア）近郊に静養をかねた学究の場を提供しました。

七〇年七月、パストゥールはこの静養先からの帰途、なつかしいストラスブールに立ちよったのです。ローマとフランダース、ウィーンとパリ、ふたつの街道が交差するこの街を、ゲルマン人は「道の街（シュトラスブルク）」と呼びました。彼もまた、ウイーン、ミュンヘンを経てパリに帰る途中、この街に投宿したのでした。

ストラスブール滞在は、わずか二日でした。そしてそれを最後に、パストゥールは二度とこの街を見ることはありませんでした。彼がパリに戻った数日後の七月十九日、ビスマルクの詐欺にかかったナポレオン三世はプロシアに宣戦布告、二ヶ月もたずに降伏してしまったからです。戦いはアルザスで始まり、八月十五日にはストラスブールにも火が放たれました。アルザスとロレーヌの一部はドイツに割譲され、レクサゴーヌと呼ばれる六角形のフランス国土は、その北東の一角を失いました。世にいう普仏戦争です。

九月五日、パストゥールは故郷のアルボアに疎開します。彼自身兵士として国民軍に加わりたかったのですが、半身不随ではそれもかなわず、かわりに長男が戦いにむかいました。二週間後、パリは攻囲されました。　（以下略）
　ビール嫌いのビールの恩人


―　ロンドンのパストゥール　―


竹 村　治（サントリー㈱ ビール生産部）　




















テンプレートの使い方





このテンプレートに上書きして，原稿を作成して下さい。





図，表，写真などを含み４ページ以内に収まるように願います。





図，表，写真などは，テキストボックス（レイアウト枠）を使って挿入すると便利です。
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